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マニラ日本人会 2020 年 2月理事会議事録 

 

日  時：2020 年２月 26日（水） 12 時 00 分～12時 45 分 

場  所：日本人会 22 階 Ａ会議室 

出 席 者：清水光彦（会長）、家田昌彦（顧問）、位田浩和（副会

長）、細谷明宏（副会長）、高野誠司（財務理事）、野崎

栄徳、多胡直人、松永啓一、中川一也、山岸雄一、 

岡本和典（以上各理事） 

     上杉啓明、岡村博司、高橋昌幸、藤田弘通、南良 勉、

戸塚 真（以上各推薦理事） 

 

オブザーバー： 

＜在比日本国大使館＞ 桑原公使・総領事 

 

議 事 

I． 協議事項 

（１）1 月理事会の議事録について 

異議なく承認された。 

 

（２）２月新入・退会会員について 

事務局から以下のとおり報告があり、異議なく承認された。 

＊新入個人会員(９件)  

藤原元（BDO Nomura Securities Inc.）、福田祐也（BDO Unibank, 

Inc.）、稲毛雄也（WESERVSYSTEMS INTERNATIONAL INC.）、 石山永

一郎（The Daily Manila Shimbun, Tokion Inc.）、西村耕野（KUMON 

PHILIPPINES,INC.）、野島洋子、大野弘嗣（SHIMANO (PHILIPPINES9 

INC.)、柴田道孝（NCCI MARITIME INC.）、渡邉英人（Hitachi Plant 
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Construction, Ltd. Philippine Branch） 

 

＊退会個人会員（４件）  

磯田正樹（SENSHU ELECTRIC PHILIPPINES）、加納雄大（大使館）、

竹内正和（Threebond Singapore Pte. Ltd.）、吉田修 

 

以上の入退会承認後の会員数は、法人会員 391 件、個人会員 662

件、賛助会員 21 件、ジュニア３件、合計 1,077 件、世帯数は 2,710

である。 

 

II. 大使館からの連絡事項 

桑原公使兼総領事より以下の報告があった。 

・フィリピンにおける新型コロナウイルスの感染例は 3 例で，い

ずれも中国武漢からの渡航者であり，国内感染はないとのこと。

日本に寄港中のダイヤモンド・プリセス号に乗船していたフィリ

ピン人乗員・乗客が，昨日から本日にかけてチャーター便により

帰国した。両国間で連携しながら対応したものであり，フィリピ

ン政府から日本に対する感謝が示されている。日本からの入国に

ついて，フィリピン政府による制限はない。皆様がお住まいの地

方自治体、学校などで日本人に関係する措置・呼びかけなどあれ

ば，大使館にも情報共有願いたい。 

 

・タール火山について，１月 26 日、噴火警戒レベル４（危険な噴

火が差し迫った状態）からレベル３（高レベルの火山不安定性）

に引き下げられた。さらに，２月 14 日，レベル２（小規模から中

規模の地震活動あり、噴火につながる可能性あり）に引き下げら

れた。 
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・２月 10 日、音楽プロデューサーの小室哲哉氏，NPO 法人 Dear Me

の西側愛弓代表理事らが大使館を訪問した。 

 

 ・現在、「領事サービス向上・改善のためのアンケート調査」と

「進出日系企業拠点数調査」を実施中であり，協力をお願いした

い。アンケート実施期間は，２月 29 日まで。進出日系企業拠点数

調査は，例年行ってきたものをより正確な内容とするため調査内

容が変更されている。 

 

・２月 20 日、天皇誕生日祝賀レセプションをマカテイシャングリ

ラホテルで開催した。参加いただいた皆様、ブースに出展いただ

いた皆様にお礼申し上げる。レセプションには、ヴィラータ元首

相、ドゥライ外務大臣代行、ドミンゲス財務大臣、ケヴァラ司法

大臣、ロペス貿易産業大臣、エスペロン国家安全保障会議議長、

コンセプション大統領顧問、イブラヒム・バンサモロ暫定自治政

府首相等のフィリピン政府関係者、ドリロン上院議長、ピメンテ

ル上院議員等の議会関係者、財界関係者など多くの方々に来場い

ただいた。セレモニーでは、日本で活動しているフィリピン人歌

手ビバリー氏が両国の国歌を斉唱した。 

 

・経済協力関係では、例えば，２月 24 日に、バンサモロ暫定自治

政府の能力開発計画に関する国際機関連携について，交換公文の

署名及び書簡の交換を行った。詳細やその他の案件については、

当館ホームページを参照いただきたい。  

 

III. 報告事項 

（１）企画委員会 （清水会長） 
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帰任について報告があった。 

３月の理事会後に臨時理事会を開催し新会長の互選を行いたい。 

 

（２）教育委員会（清水委員長） 

・半年前から協議していた日本人学校の授業料、入学金改定につ

いて教育委員会で承認後、２月５日に保護者説明会を開き保護者

の理解を得られた。 

・３月５日（木）学校運営理事会主催による本年度末に帰任する

日本人学校教員の送別会を開催する。 

 

（３）診療所運営委員会（細谷委員長） 

新型コロナウイルス感染症について、日本人会診療では、４名を

指定病院へ紹介し、うち３名は検査の必要はなく一般診療へ、１

名は感染検査を実施「陰性」の結果が出たとの報告を得ている。 

現在診療所では、入り口手前で感染疑いのある患者の振り分けを

実施し、その場で指定病院への照会が必要かを判断する体制で臨

んでいる。今後、感染予防防護マスクや消毒液の調達不能などの

事情により診療所継続が難しいと思われる状況が発生した場合は、

迅速な判断、決定をするために会長、運営委員長、事務局長、日

本人医師の最少メンバーで対応を協議することをご了解いただき

たい。こうした状況を回避するためにも皆様からの感染防護用品

調達に関する助言、ご協力をお願いしたい。 

岡村推薦理事（東芝情報機器）からはお手元のマスク 1,000 枚の

ご寄贈がありしばらくは支障をきたすことなく診療所運営が出来

ていることの報告とお礼を申し上げる。 
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（４）スポーツ委員会（位田委員長） 

今年度（３月７日開催予定）の盆踊り大会は、新型コロナウイル

ス発生拡大に伴い中止となった。 

 

（５）ライブラリー委員会（事務局） 

前回の委員会は１月 10 日に開催され、次回は３月 13 日の予定と

の報告があった。 

 

（６）日比友好文化委員会（上杉委員長） 

・２月 22 日（土）、Shangri-La Plaza で日本語スピーチコンテス

トと第一回高校生日本語ビデオコンテストが開催された。審査員

として松永会頭のご出席、他に清水会長のご出席もいただきお礼

申し上げる。理事会メンバーからは多くの賞品提供をいただきお

礼申し上げる。 

日本語スピーチコンテストの最優秀賞はミンダナオ国際大学出身

のセブの通訳者が受賞した。 

・６月７日（日）開催のマニラ日本人会文化祭の第一回実行委員

会を２月 15 日（土）に行った。 

委員会ご担当の理事会社の皆様には毎回警備、受付のボランテイ

ア派遣をお願いしている。 

 

（７）２月行事報告及び３月行事予定（事務局） 

２月実施事業、及び３月事業予定について報告があった。 

 

以 上 

 

次回理事会 ３月 24 日（火）12 時～ 日本人会 22 階Ａ会議室    


